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This study focuses classification of research activities on disaster mitigation of cultural heritage and historical cities, to 
know the current conditions of research activities and to consider the future activities on this field.  Academic papers 
related with the research activities on disaster mitigation of cultural heritage and historical cities between 1995 and 
2014 are classified from the viewpoints of types of cultural heritage and types of disasters.  They are compared with the 
research activities on surrounding academic fields based on titles of academic papers and the public interest for disaster 
mitigation of cultural heritage and historical cities based on titles of newspaper reporting. 





 立命館大学においては、2003 年度～2007 年度の 21 世紀 COE プログラム「文化遺産を核とした歴史都市


































 立命館大学グローバル COE プログラム「歴史都市を守る「文化遺産防災学」推進拠点」によりまとめら
れた「文化遺産防災ハンドブック Ver.1.0」においては、歴史都市や文化遺産の防災の視点を「何を守るの














的には、表 1 に示す 8 種の論文集のデータベースを対象とした。

























 立命館大学グローバル COE プログラム「歴史都市を守る「文化遺産防災学」推進拠点」によりまとめら
れた「文化遺産防災ハンドブック Ver.1.0」においては、歴史都市や文化遺産の防災の視点を「何を守るの














的には、表 1 に示す 8 種の論文集のデータベースを対象とした。





2014 年の 20 年間に掲載された論文を対象とした。また後述のように論文題目に含まれるキーワードを用い
て分析をおこなうため、日本語で記述された論文のみを対象としている。
表 1 対象とする論文集とデータベース・掲載論文数（1995 年～2014 年）
論文集 刊行主体 データベース 掲載論文数
歴史都市防災論文集 立命館大学歴史都市防災研究所 CiNii 453
京都歴史災害研究 立命館大学歴史都市防災研究所 CiNii 64
考古学と自然科学 日本文化財科学会 学会公式ホームページ 148
文化財保存修復学会誌 文化財保存修復学会 CiNii 267
土木学会論文集 土木学会 CiNii 14,338
日本建築学会論文集 日本建築学会 学会公式ホームページ 19,518
都市計画論文集 日本都市計画学会 CiNii 3,768
























































のの構成比を図 2、図 3 に示す。
図 2 歴史都市防災に関する論文の「対象」の構成比 図 3 文化財保護に関する論文の「対象」の構成比
 上述の 8 種の論文集に掲載された論文のうち、歴史都市防災に関するものは 775 件（全体の 2.0%）、文
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の構成比を図 5、図 6 に示す。
図 5 歴史都市防災に関する論文の「災害」の構成比 図 6 防災に関する論文の「災害」の構成比
 上述の 8 種の論文集に掲載された論文のうち、歴史都市防災に関するものは 775 件（全体の 2.0%）、防





































また、期間も論文の分析と同じく 1995 年～2014 年の 20 年間とする。対象とする新聞と、記事の検索に用い
たデータベース、掲載記事数を表 2 に示す。
表 2 対象とする新聞とデータベース・掲載記事数（1995 年～2014 年）
新聞 刊行主体 データベース 掲載記事数
朝日新聞 朝日新聞社 聞蔵Ⅱビジュアル 2,425,128
日本経済新聞 日本経済新聞社 日経テレコン 21 2,649,787
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ワードを見出しに含むものを抽出し、対象、災害による構成比を求めると、図 8、図 9 のようになった。
図 8 歴史都市防災に関する記事の「対象」の構成比 図 9 歴史都市防災に関する記事の「災害」の構成比








 これを前章までで示した論文の構成比とあわせて、座標軸上にあらわすと図 10、図 11 のようになる。こ







図 10 論文の「対象」と新聞記事の「対象」との比較 図 11 論文の「災害」と新聞記事の「災害」との比較
 図 10 をみると、傾きが 1 の直線よりも左上にある「対象」は美術品、人、遺跡である。とくに美術品と
人は横軸、縦軸ともに値が小さいものの、社会的着目度が研究活動における着目度の 20 倍以上という結果
となっている。これらについては、歴史都市防災に関する研究活動において見落とされてきたり、不足して











 第 4 章、第 5 章で示した歴史都市防災に関する研究活動と周辺領域における研究活動との比較と、第 6 章
で示した歴史都市防災に関する研究活動における着目度と社会的着目度との比較とあわせると、歴史都市防
災の「対象」に関しては図 4 と図 10 の両者において傾きが 1 の直線よりも左上にある分野、「災害」に関
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